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1 チャプター：一般的情報 
1.0 IUCLID の見出しなし 
1.0.1 Applicant and Company Information（申請者および企業に関する情報） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 

4 Type（種類） ピックリスト 選択：[cooperating company（協力企業） / formulator（配

合業者） / importer of active substance（活性物質(active 
substance)の輸入業者） / importer of product（製品の輸入

業者） / lead organisation（主導的役割を担う機関） / 
manufacturer（製造業者） / member state（加盟国） / sponsor 
country（スポンサー国）] または [other（その他）: <テ
キストを入力>] 

5 Name（名称） ピックリスト ピックリストから企業名を選択する。 
  および /またはテキ

スト 
必要に応じて新規の名称の入力などの編集が可能な例外

的リストフィールド。 
6 Contact Person 

（担当者） 
テキスト 担当者の氏名を入力する（該当する場合） 

7 Date（日付） 日付 該当する場合、データセットの提出日を「dd-MON-yyyy」
の形式で入力する（例：12-AUG-2003） 
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

8 Street 
（ストリート） 

テキスト ストリート名をを入力する（該当する場合） 

9 Post.Code/Town 
(郵便番号/市・町) 

テキスト 郵便番号および市・町を入力する（該当する場合） 

10 Country（国） ピックリスト 選択、たとえば [Spain（スペイン）] または [other: <テ
キストを入力>]（例：[other: India（インド）]） 

11 Phone（電話） テキスト 電話番号を入力する（該当する場合） 
12 Telex 

（テレックス） 
テキスト テレックス番号を入力する（該当する場合） 

13 Telefax 
（ファックス） 

テキスト ファックス番号を入力する（該当する場合） 

14 Cedex（Cedex） テキスト Cedex 番号を入力する（該当する場合） 
15 Email 

（電子メール） 
テキスト 電子メールアドレスを入力する（該当する場合）。注：こ

のフィールドの右側の電子メールアイコンをクリックす

ると、標準の電子メールソフトに設定してあるプログラ

ムが開く。 
16 Homepage（ホーム

ページ） 
テキスト ホームページのアドレスを「www.homepage.com」のよう

に入力する（該当する場合）。注：このフィールドの右側

のアイコンをクリックすると、標準のインターネットブ

ラウザに設定してあるブラウザが開き、ウェブサイトが

表示される。 

 

ヒント：複数の企業が関与している場合は、追加の記録を挿入し、企業情報と整理番号を入力

すること。たとえば、主導的役割を担う機関に該当する企業の場合には、記録に整理番号 1

を割り当てることが望ましい。 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」

のみを使用することが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキスト

タイプ「AD（添付文書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プロ

グラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。フラグの例：「Critical study for SIDS endpoint（SIDS エンドポ

イントにとって重要な試験；HPV プログラムで使用）」（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを

参照）。 
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1.0.2 Location of Production Site, Importer or Formulator 

 （製造施設、輸入業者、配合業者の所在地） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 

 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 

4 Name of Plant 
(製造施設の名称) 

テキスト 製造施設の名称を入力する（必要に応じ）；たとえば提出

者が当該物質の製造業者でない場合 
5 Street 

（ストリート） 
テキスト ストリート名をを入力する（該当する場合） 

6 Post.Code/Town 
(郵便番号/市・町) 

テキスト 郵便番号および市・町を入力する（該当する場合） 

7 Country（国） ピックリスト 選択、たとえば [Spain（スペイン）] または [other: <テ
キストを入力>]（例：[other: India（インド）]） 

8 Phone（電話） テキスト 電話番号を入力する（該当する場合） 
9 Telex 

（テレックス） 
テキスト テレックス番号を入力する（該当する場合） 

10 Telefax 
（ファックス） 

テキスト ファックス番号を入力する（該当する場合） 

11 Cedex（Cedex） テキスト Cedex 番号を入力する（該当する場合） 
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

12 Email 
（電子メール） 

テキスト 電子メールアドレスを入力する（該当する場合）。注：こ

のフィールドの右側の電子メールアイコンをクリックす

ると、標準の電子メールソフトに設定してあるプログラ

ムが開く。 
13 Homepage（ホーム

ページ） 
テキスト ホームページのアドレスを「www.homepage.com」のよう

に入力する（該当する場合）。注：このフィールドの右側

のアイコンをクリックすると、標準のインターネットブ

ラウザに設定してあるブラウザが開き、ウェブサイトが

表示される。 

 

ヒント：複数の場所で製造している場合は、追加の記録を挿入し、情報と整理番号を入力する。 

ヒント：各化学物質プログラムが規定している要件によっては、文書の添付が必要となる場合

がある（提出者を製造業者の唯一の代表者に指定するとした権限付与など）。 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」

のみを使用することが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキスト

タイプ「AD（添付文書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プロ

グラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 
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1.0.3 Identity of Recipients（受領者の識別情報） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 

4 Name of Recipient
（受領者の氏名） 

テキスト 受領者の氏名を入力する（該当する場合） 

5 Street 
（ストリート） 

テキスト ストリート名をを入力する（該当する場合） 

6 Post.Code/Town 
(郵便番号/市・町) 

テキスト 郵便番号および市・町を入力する（該当する場合） 

7 Country（国） ピックリスト 選択、たとえば [Spain（スペイン）] または [other: <テ
キストを入力>]（例：[other: India（インド）]） 

8 Phone（電話） テキスト 電話番号を入力する（該当する場合） 
9 Telex 

（テレックス） 
テキスト テレックス番号を入力する（該当する場合） 

10 Telefax 
（ファックス） 

テキスト ファックス番号を入力する（該当する場合） 

11 Cedex（Cedex） テキスト Cedex 番号を入力する（該当する場合） 
12 Email 

（電子メール） 
テキスト 電子メールアドレスを入力する（該当する場合）。注：こ

のフィールドの右側の電子メールアイコンをクリックす

ると、標準の電子メールソフトに設定してあるプログラ

ムが開く。 
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

13 Homepage（ホーム

ページ） 
テキスト ホームページのアドレスを「www.homepage.com」のよう

に入力する（該当する場合）。注：このフィールドの右側

のアイコンをクリックすると、標準のインターネットブ

ラウザに設定してあるブラウザが開き、ウェブサイトが

表示される。 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」

のみを使用することが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキスト

タイプ「AD（添付文書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プロ

グラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 

 

 

1.0.4 Details on Category/Template（カテゴリー/テンプレートに関する詳細） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 
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定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 

4 Comment 
（コメント） 

 特定の化学物質カテゴリーに属する物質である場合、そ

のカテゴリーについての説明または識別情報（カテゴリ

ー内における物質の割当番号を含め）を記載することが

望ましく、またカテゴリーの提案理由も併記することが

望ましい。 

 

ヒント：付録 1「化学物質カテゴリー」の詳細な手引きを参照。 

 

 

1.1 IUCLID の見出しなし 
1.1.1 Substance Identification（物質の識別情報） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 

4 IUPAC Name テキスト IUPAC 名を入力する 
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

（IUPAC 名） 
5 Smiles Code 

（Smiles コード） 
テキスト SMILES コードを入力する（利用可能な場合）。SMILES

コードが作成できない場合は（混合物や塩の場合など）、

構造式を画像ファイルとして添付してもよい（記録容量

が小さい「*.jpg」形式とすることが望ましい）。構造式

が存在しない場合は、フリーテキスト「RM」において

簡単に説明するか、説明用のファイルを添付することが

望ましい。 
   SMILES コードに関する詳細は、次のウェブサイトを参

照のこと： 
 http://www.daylight.com/dayhtml/smiles/smiles-intro.html 

6 Molecular Formula
（分子式） 

テキスト 分子式を Hill 方式で入力する。具体的には、炭素（C）
と水素（H）のあとにその他の元素をアルファベット順

で記載する（例：C2H4BrClO） 
7 Molecular Weight

（分子量） 
テキスト 分子量を入力する 

8 Petrol Class（ガソ

リンの種別） 
ピックリスト 選択（該当する場合）、たとえば [3H - Straight run kerosine 

components（3H - 直留軽油成分）] または [other: <テキ

ストを入力>]など 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」

のみを使用することが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキスト

タイプ「AD（添付文書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プロ

グラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。フラグの例：「Critical study for SIDS endpoint（SIDS エンドポ

イントにとって重要な試験；HPV プログラムで使用）」（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを

参照）。 
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1.1.2 General Substance Information（一般的な物質情報） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 

4 Purity Type 
（純度の種類） 

ピックリスト 選択：[typical for marketed substance（市販物質において

典型的な純度） / measured for specific batch（特定のバッ

チについての測定値）] または [other: <テキストを入力
>] 

5 Substance Type 
（物質の種類） 

ピックリスト 選択：[element（元素） / inorganic（無機） / natural substance
（天然物質） / organic（有機） / organometallic（有機金

属） / petroleum product（石油製品）] または [other: <テ
キストを入力>] 

6 Physical Status（物

理的状態） 
ピックリスト 20℃、1013 hPa における物理的状態をピックリストから

選択して表示する： [gaseous（ガス）/ liquid（液体） / solid
（固体）] 

7 Purity（純度）  「Purity Type（純度の種類）」フィールドで選択した種類

について、代表的なバッチの典型的な純度（%）を入力

する。 
 a）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド a）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 b）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド b）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 c）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド c）：範囲の場合に、上限を入力 
 d）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド d）：選択：[% w/w / g/kg / g/l / % v/v] 
8 Colour（色） テキスト 色を記入する 
9 Odour（臭気） テキスト 臭気がある場合に記入する 
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フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」

のみを使用することが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキスト

タイプ「AD（添付文書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プロ

グラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。フラグの例：「Critical study for SIDS endpoint（SIDS エンドポ

イントにとって重要な試験；HPV プログラムで使用）」（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを

参照）。 

 

 

1.1.3 Spectra（スペクトル） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 
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定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 

4 Type of Spectra 
（スペクトルの種

類） 

ピックリスト 物質の構造確認のため使用したスペクトル測定をピック

リストから選択する：[GC / HPLC / IR / NMR / mass 
spectrum（マススペクトル）] または [other: <テキストを

入力>]（例：[other: UV/VIS]）。 
使用した溶剤、有効波長(significant wavelengths)、その他

の必須データなどの詳細事項を、フリーテキストに入力

することが望ましい。妥当性があれば、画像ファイルを

フリーテキストタイプ「AD」に添付してもよい（記録容

量が小さい「*.jpg」形式とすることが望ましい）。 

 

ヒント：「Type of Spectra（スペクトルの種類）」の見出しのもとでの入力は、それぞれ個別の

記録として扱われる。したがって、フリーテキストとフラグブロック(flags blocks)も個別に提

示される。 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」

のみを使用することが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキスト

タイプ「AD（添付文書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プロ

グラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 
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1.2 Synonyms and Tradenames（別名および商品名） 
 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 

4 Synonyms 
（別名） 

テキスト 既知の別名をすべて記入する。１つの別名につき１つの

入力フィールドを使用すること。追加の別名は、＜F6＞
キーを押すか、ツールバー上の[+]アイコンをクリックす

ることにより挿入することができる。 

 

ヒント：入力事項はそれぞれ個別の記録として扱われる。したがって、フリーテキストとフラ

グブロックも個別に提示される。 
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フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」

のみを使用することが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキスト

タイプ「AD（添付文書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プロ

グラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。フラグの例：「Critical study for SIDS endpoint（SIDS エンドポ

イントにとって重要な試験；HPV プログラムで使用）」（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを

参照）。 

 

 

1.3 Impurities（不純物） 
 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 
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定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 

4 Purity（純度） ピックリスト 選択：[typical for marketed substance（市販物質において

典型的な純度） / measured for specific batch（特定のバッ

チについての測定値）] または [other: <テキストを入力
>] 

5 CAS No.（CAS 番

号） 
ピックリスト 

6 EC No.（EC 番号） ピックリスト 
7 Name（名称） ピックリスト 

複数入力リストの 3 つの識別子のうち、いずれか 1 つを

入力すれば、残りの識別子は自動的に入力される。入力

フィールドの 1 つをアクティブにすることにより（ダブ

ルクリックまたは＜F7＞キーによって）、クエリー機能

を使って CAS 番号、EC 番号、名称などを検索すること

もできる。 
8 Molecular Formula

（分子式） 
テキスト 分子式を入力する 

9 Value（値）:  「Purity（純度）」フィールドで選択したバッチの種類に

おける典型的な不純物含有率（%）を入力する。 
 a）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド a）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 b）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド b）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 c）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド c）：範囲の場合に、上限を入力 
 d）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド d）：選択：[% w/w] 

ヒント：複数の不純物が存在する場合は、追加の記録を挿入する。 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」

のみを使用することが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキスト

タイプ「AD（添付文書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プロ

グラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。フラグの例：「Critical study for SIDS endpoint（SIDS エンドポ

イントにとって重要な試験；HPV プログラムで使用）」（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを

参照）。 
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1.4 Additives（添加剤） 
 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 

4 Purity（純度） ピックリスト 選択：[typical for marketed substance（市販物質において

典型的な純度） / measured for specific batch（特定のバッ

チについての測定値）] または [other: <テキストを入力
>] 

5 CAS No.（CAS 番

号） 
ピックリスト 

6 EC No.（EC 番号） ピックリスト 
7 Name（名称） ピックリスト 

複数入力リストの 3 つの識別子のうち、いずれか 1 つを

入力すれば、残りの識別子は自動的に入力される。入力

フィールドの 1 つをアクティブにすることにより（ダブ

ルクリックまたは＜F7＞キーによって）、クエリー機能

を使って CAS 番号、EC 番号、名称などを検索すること

もできる。 
8 Molecular Formula

（分子式） 
テキスト 分子式を入力する 

9 Value（値）:  「Purity（純度）」フィールドで選択したバッチの種類に

おける典型的な不純物含有率（%）を入力する。 
 a）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド a）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 b）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド b）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 c）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド c）：範囲の場合に、上限を入力 
 d）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド d）：選択：[% w/w] 
10 Function of  

Additive 
（添加剤の機能） 

ピックリスト 選択、たとえば [Buffer component（緩衝液の成分）] ま
たは [other: <テキストを入力>] 
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ヒント：複数の添加剤が存在する場合は、追加の記録を挿入する。 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」

のみを使用することが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキスト

タイプ「AD（添付文書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プロ

グラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。フラグの例：「Critical study for SIDS endpoint（SIDS エンドポ

イントにとって重要な試験；HPV プログラムで使用）」（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを

参照）。 

 
 
1.5 Total Quantity（総量） 
 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 

4 Quantity produced 
or imported 
（総製造量または

総輸入量） 

 製造または輸入した量、もしくは量の範囲を、下記のよ

うに入力する。 

 a）Type（種類） - ピックリスト - サブフィールド a）：選択：[imported（輸入） / produced
（製造）] 

 b）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド b）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 c）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド c）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

 d）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド d）：範囲の場合に、上限を入力 
    
5 Tonnes in year 

（トン 該当年） 
数字 これらの数量が該当する年を入力する 

 

ヒント：記録は情報ごとに個別に入力する。たとえば、記録#1 は 2000 年の製造量について、

記録#2 は 2002 年の製造量について、記録#3 は 2002 年の輸入量についてなど。 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」

のみを使用することが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキスト

タイプ「AD（添付文書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プロ

グラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。フラグの例：「Critical study for SIDS endpoint（SIDS エンドポ

イントにとって重要な試験；HPV プログラムで使用）」（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを

参照）。 

 

 

1.6 IUCLID の見出しなし 
1.6.1 Labelling（ラベル表示） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 
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定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 

4 Labelling 
（ラベル表示） 

ピックリスト 選択：[as in Directive 67/548/EEC（指令 67/548/EEC に準

拠） / no labelling required（no dangerous properties）（ラベ

ル表示の必要なし［危険な特性なし］） / no labelling 
required（no data available）（ラベル表示の必要なし［利

用 可 能 な デ ー タ な し ］） / provisionally by 
manufacturer/importer（製造業者/輸入業者による暫定的表

示）] または [other, as in legislation（その他、法令に準拠）: 
<テキストを入力>]。 

5 Specific Limits 
（特異的限界値） 

ピックリスト 選択：[no（なし） / no data（データなし） / yes（あり）]
Directive 67/548/EEC（指令 67/548/EEC）の Annex 1（付

属文書 1）またはそれ以外の規制文書に特異的限界値（た

とえば濃度限界値）が記載されている場合は、フリーテ

キストタイプ「RM」に提示すること。 
6 Symbols（シンボ

ル） 
ピックリスト 1967 年 6 月 27 日付けの Council Directive 67/548/EEC（議

会指令 67/548/EEC）の Annex I（付属文書 I）によって規

定されたシンボルを入力。EU 外で製造される物質ある

いは EU から輸出される物質の場合は、Directive 
67/548/EEC に相当するシンボルを表示すること（利用可

能な場合）。 
サブフィールド a～d では、シンボルを選択する。シンボ

ルの例：[C / E / F/ etc.]（C = corrosive［腐食性］ / E = 
explosive［爆発性］ / F = highly flammable［引火性が高

い］）。シンボルがピックリストにない場合は、[other RM
（その他 RM）]を選択し、フリーテキストタイプ「RM」

にシンボルを表示する（「Symbols（シンボル）」サブフィ

ールドにはフリーテキストを入力できないので注意する

こと！） 
7 Nota（Nota） ピックリスト 1967 年 6 月 27 日付けの Council Directive 67/548/EEC に

規定されている Nota を入力するか、これに相当する Nota
を入力する。 
サブフィールド a～c では、Nota を選択する。Nota の例：

[A / etc.]（A = The name of the substance must appear on the 
label in the form of one of the designations given in Annex 1 
of Directive 67/548/EEC ［ 物 質 の 名 称 は Directive 
67/548/EEC の Annex 1 に指定されている様式でラベルに

表示しなければならない］）。Nota がピックリストにない

場合は、[other RM（その他 RM）]を選択し、フリーテ

キストタイプ「RM」に Nota を表示する（「Nota」サブフ

ィールドにはフリーテキストを入力できないので注意す

ること！） 
8 R Phrases 

（R-phrase） 
ピックリスト 1967 年 6 月 27 日付けの Council Directive 67/548/EEC の

Annex III（付属文書 III）に規定されている R-Phrase を入

力するか、これに相当する R-Phrase を入力する。 
コードを選択する。コードの例：[1 / 10 / 11 / 23/24/25 / 
etc.]。 
複数の R-phrase を入力するには、ピックリストをアクテ

ィブにして連続的に選択する。選択した R-Phrase と、次

に選択した R-Phrase の間には、自動的にハイフン（-）が

挿入される（例：11-14-20/21）。 
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

9 S Phrases 
（S-phrase） 

ピックリスト 1967 年 6 月 27 日付けの Council Directive 67/548/EEC の

Annex III（付属文書 III）に規定されている S-Phrase を入

力するか、この指令に相当する S-Phrase を入力する。 
コードを選択する。コードの例：[... / 25 / 26 / 29/56 / 
etc.] 。 
複数の S-phrase を入力するには、ピックリストをアクテ

ィブにして連続的に選択する。選択した S-Phrase と、次

に選択した S-Phrase の間には、自動的にハイフン（-）が

挿入される（例：25-26）。 
注：このリストフィールドでは、S-Phrase の文言を括弧

内に入れて併記することができる。例：[25(Avoid contact 
with eyes［眼に入らないようにする］)-26(In case of 
contact with eyes, rinse immediately with plenty of water 
and seek medical advice［眼に入った場合、直ちに多量の

水で洗い流し医師の診察を受ける］)。シンタックス上の

注意：入力した文言の前後にスペースを挿入しないこ

と！ 

 

ヒント：上記のピックリストフィールドでは、コードを括弧内に入れて入力することはできな

い。このような場合は代わりにフリーテキストタイプ「RM」を使用すること。 

ヒント：適用方法に関する下記の一般的な説明は、HEDSET マニュアルから採用された。 

 

EEC-Directive（EEC 指令）によるラベル表示と分類：1967 年 6 月 27 日付けの Council Directive 

67/548/EEC の Annex 1 に掲載されている物質の場合、それに準じて分類とラベル表示を行う

ことが望ましい。 

製造業者または輸入業者による暫定的なラベル表示および分類：1967 年 6 月 27 日付けの

Council Directive 67/548/EEC の Annex 1 に掲載されていない物質の場合、製造業者または輸入

業者が暫定的な分類とラベル表示を行うことが望ましい。 

ラベル表示や分類の必要なし（危険な特性なし）：危険な特性がない物質の場合（1967 年 6 月

27 日付けの Council Directive 67/548/EEC の意味の範囲内において）、分類やラベル表示を行う

必要はない。 

ラベル表示や分類の必要なし（利用可能なデータなし）：物質の危険な特性は不明である。 

その他の規制によるによるラベル表示と分類：EEC 以外で製造される物質あるいは EEC から

輸出される物質の場合、特記事項フィールドにその規制と分類の内容を提示すること。 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」

のみを使用することが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキスト

タイプ「AD（添付文書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プロ

グラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 
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1.6.2 Classification（分類） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 

4 Classified（分類） ピックリスト 選択：[as in Directive 67/548/EEC（指令 67/548/EEC に準

拠） / no classification required（no dangerous properties）
（分類の必要なし［危険な特性なし］）/ no classification 
required（no data available）（分類の必要なし［利用可能

なデータなし］）/ provisionally by manufacturer（製造業者

による暫定的表示）] 。EU 加盟国でない場合は、[other, as 
in legislation: <テキストを入力>]を選択する。 
サブチャプターC.1.6 のラベル表示および分類に関する

全般的特記事項も参照のこと。 
5 Class of Danger 

（危険度分類） 
ピックリスト 選択、たとえば [carcinogenic, category 1（発がん性、カ

テゴリー1） / corrosive（腐食性） / explosive（爆発性）

/ etc.] または [other: <テキストを入力>] 
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

6 R Phrases 
（R-phrase） 

ピックリスト コードを選択する。コードの例：[1 / 10 / 11 / 23/24/25 / 
etc.] 。 
複数の R-phrase を入力するには、ピックリストをアクテ

ィブにして連続的に選択する。選択した R-Phrase と、次

に選択した R-Phrase の間には、自動的にハイフン（-）が

挿入される（例：11-14-20/21）。 
7 Specific Limits 

（特異的限界値） 
ピックリスト 選択：[no（なし） / no data（データなし） / yes（あり）]；

「yes（あり）」の場合、下のフィールドに特異的限界値

を表示する。 
8 Concentration 

（濃度） 
テキスト 濃度を入力する（例：0.1% <= C <= 0.5%） 

9 Classification 
（分類） 

テキスト 対応する分類を入力する（例：carcinogenic［発

がん性］） 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」

のみを使用することが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキスト

タイプ「AD（添付文書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プロ

グラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 
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1.6.3 Packaging（包装） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 

 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 

4 Memo（メモ） テキスト 包装に関する情報を入力する 

 

ヒント：入力事項はそれぞれ個別の記録として扱われる。したがって、フリーテキストとフラ

グブロックも個別に提示される。 

ヒント：ショートカットキー[CTRL]+[E]を押すことにより、「Memo（メモ）」のテキスト全文

を表示させることができる。 
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フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」

のみを使用することが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキスト

タイプ「AD（添付文書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プロ

グラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 

 

 

1.7 Use Pattern（用途） 
 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 

 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 

4 Type of Use 
（用途の種類） 

ピックリスト 選択：[industrial（産業） / type（種類） / use（用途）]

5 Category 
（カテゴリー） 

ピックリスト 当該化学物質の用途の種類に該当するカテゴリーを選択

する。下記に示すように、用途の種類ごとに個別のピッ

クリストが利用可能であるので注意する。 
   a）Type of use（用途の種類） = industrial（産業）：選択：

[Agricultural industry（農業業界）/ Basic industry: basic 
chemicals .... （基盤産業化学業界：基本化学物質）/ etc.] ま
たは [other: <テキストを入力>] 
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

   b）Type of use（用途の種類） = type（種類）：選択：[Non 
dispersive use（非分散性の使用） / Used in closed system
（閉鎖系での使用） / etc.] 。注： [other: ] という選択

肢は利用できない！ 必要に応じ、フリーテキストタイプ

「RM」を使用すること。 
   c）Type of use（用途の種類） = use（用途）：選択：

[Absorbents and adsorbents（吸収剤および吸着剤）  / 
Adhesive, binding agents（接着剤、結合材） .. / Biocide（殺

生物剤） / etc.] または [other: <テキストを入力>] 

 

ヒント：情報を組み合わせて入力する必要がある場合は、それぞれ個別に入力する。たとえば、

記録#1 は「type（種類）」の「Non dispersive use（非分散性の使用）」、記録#2 は「industrial（産

業）」の「Used in closed system（閉鎖系での使用）」など。 

ヒント：フィールド#4 および#5 のピックリストから選択肢を選択したのち、一方のピックリ

ストの入力を変更しようとすると、「Category not allowed. Please check list of values（不適切な

カテゴリー。選択肢のリストを確認すること）」というエラーメッセージが表示される場合が

ある。このような場合は、まず両方のフィールドの入力を消去する必要がある。 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」

のみを使用することが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキスト

タイプ「AD（添付文書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プロ

グラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。フラグの例：「Critical study for SIDS endpoint（SIDS エンドポ

イントにとって重要な試験；HPV プログラムで使用）」（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを

参照）。 
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1.7.1 Detailed Use Pattern（詳細な用途） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 

4 Industry Category 
（産業分類） 

ピックリスト 選択、たとえば [7 Leather processing industry（皮革加工

業界） / etc.] または [15/0 other: <テキストを入力>] 
5 Use Category 

（用途分類） 
ピックリスト 選択、たとえば [10 colouring agents（着色剤） / etc.] ま

たは [55/0 other: <テキストを入力>] 
6 Extra Details on  

Use Category 
（用途分類に関す

る追加の詳細情

報） 

ピックリスト このピックリストで選択可能な選択肢は[No extra details 
necessary（追加の詳細情報の必要なし）]のみである。こ

の選択肢が該当しない場合は、本フィールドを空欄のま

まとし、フリーテキストタイプ「RM」に情報を記載す

る（注：フィールド#6 および#7 の意味は不明確である）
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

7 Extra Details on  
Use Category 
（用途分類に関す

る追加の詳細情

報） 

ピックリスト このピックリストで選択可能な選択肢は[No extra details 
necessary（追加の詳細情報の必要なし）]のみである。こ

の選択肢が該当しない場合は、本フィールドを空欄のま

まとし、フリーテキストタイプ「RM」に情報を記載す

る（注：フィールド#6 および#7 の意味は不明確である）
8 Emission Scenario 

Document（放出シ

ナリオ文書） 

ピックリスト デフォルトで[available（入手可能）]と入力されており、

IUCLID のヘルプ表示ラインには「Enter whether available 
or not available（入手の可否を入力すること）」と表示さ

れるにもかかわらず、変更することはできない。 
9 Product 

Type/Subgroup（製

品の種類 /サブグ

ループ） 

ピックリスト 製品の種類またはサブグループを選択する。たとえば
[09 Fibre, leather, rubber and polymerised materials 
preservatives（繊維、皮革、ゴム、高分子材料の保存剤）
/ etc.] 

10 Tonnage for  
Application 
（適用トン数） 

数字 適用トン数を入力する 

11 Year（年） 数字 年を入力する 
12 Fraction of Tonnage 

for Application 
（適用トン数に占

める割合） 

数字 適用トン数に占める割合を入力する（0 以上、1 以下の数

値） 

13 Total（合計） 数字 [.5]はデフォルト値であり、変更はできない 
14 Fraction of  

Chemical in  
Formulation 
（配合物において

化学物質が占める

割合） 

数字 配合物において化学物質が占める割合を入力する（0 以

上、1 以下の数値） 

    
   LIFE CYCLE STEPS（ライフサイクルの段階） 
15 Production（製造） チェックボックスと

ピックリスト 
該当する場合はチェックボックスにチェックを入れ、ピ

ックリストから該当する選択肢を選択する：  [Ib 
Intermed. stored on-site/continuous prod.（Ib 製造施設内で

貯蔵される中間体/継続的製造） / Ic Intermed. stored 
off-site/dedicated equip.（Ic 製造施設外で貯蔵される中間

体/専用装置） / III Multi-purpose equipment（III 多用途の

装置）] 
16 Formulation（配合） チェックボックスと

ピックリスト 
該当する場合はチェックボックスにチェックを入れ、ピ

ックリストから該当する選択肢を選択する：  [Ib 
Dedicated equipment,（very）little cleaning（Ib 専用装置、

［きわめて］稀にしか洗浄しない）  / Ic Dedicated 
equipment, frequent cleaning（Ic 専用装置、頻繁に洗浄） / 
III Multi-purpose equipment（III 多用途の装置） 

17 Processing 
(プロセッシング) 

チェックボックス 該当する場合はチェックボックスにチェックを入れる 

18 Private use 
（内部使用） 

チェックボックス 該当する場合はチェックボックスにチェックを入れる 

19 Recovery（回収） チェックボックス 該当する場合はチェックボックスにチェックを入れる 
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フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」

のみを使用することが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキスト

タイプ「AD（添付文書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プロ

グラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 

 

 

1.7.2 Methods of Manufacture（製造方法） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 

4 Origin of Substance
（物質の起源） 

ピックリスト 選択：[Synthesis（合成） / Natural origin（天然起源） / 
Monomer（モノマー） / Polymer（ポリマー） / Flower 
extract（花抽出物） / Precursor of active substance（活性物

質の前駆物質） / Petroleum stream（石油ストリーム）] ま
たは [other: <テキストを入力>] 
製造される物質の場合、フリーテキストタイプ「RM」

または「AD」を使って、合成経路について簡単に説明す

ることが望ましい。天然起源の物質の場合は、その物質

を抽出した植物などを明記することが望ましい。 
5 Type（種類） ピックリスト 選択：[Production（製造） / use（使用） / plant extract（植

物抽出物）] または [other: <テキストを入力>] 
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フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」

のみを使用することが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキスト

タイプ「AD（添付文書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プロ

グラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 

 

 

1.8 Regulatory Measures（規制措置） 
 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 

 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 

4 Type Of Measure
（措置の種類） 

ピックリスト 選択：[Banned（禁止） / Restricted Use（使用制限） / ADI 
/ Emission Limit（放出限界） / Quality Objective（品質目

標） / OEL / Accept0able Residue Levels（許容残留レベル）]
5 Legal Basis 

（法的根拠） 
ピックリスト 選択、たとえば [1999/314/EC Commission Decision of 9 

April（4 月 9 日付けの委員会決議 1999/314/EC）  / 
89/542/EEC（Commission）Recommendation（［委員会］

勧 告 89/542/EEC ）  / 98/480/EC （ Commission ）

Recommendation（［委員会］勧告 98/480/EC） / etc.] また

は [other: <テキストを入力>] 
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フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」

のみを使用することが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキスト

タイプ「AD（添付文書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プロ

グラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 

 

 

1.8.1 Occupational Exposure Limit Values（職業上の暴露限界） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 

4 Type of Limit 
(暴露限界の種類) 

ピックリスト 職業上の暴露限界の種類を選択、たとえば [BAT (DE) / 
MAC (Japan)（最大許容濃度［MAC；日本］） / etc.] また

は [other: <テキストを入力>] 
5 Value（値）  許容濃度の値を下記のように入力する。 
 a）Value（値） - 数字 - サブフィールド a）：数値を入力する 
 b）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド b）：単位を選択、たとえば [% / mg/g / 

mg/m3 / etc.] または other: <テキストを入力>] 
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

   短時間暴露限界 
6 Value（値）  暴露限界の値を下記のように入力する。 
 a）Value（値） - 数字 - サブフィールド a）：数値を入力する 
 b）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド b）：単位を選択、たとえば [% / mg/g / 

mg/m3 / etc.] または [other: <テキストを入力>] 
7 Time Schedule 

（暴露期間） 
 下記のように値を入力する。 

 a）Value（値） - 数字 - サブフィールド a）：数値を入力する 
 b）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド b）：単位を選択する： [hour(s)（時間）

/ minute(s)（分）] 
8 Frequency（頻度） 数字 1 シフトあたりの暴露回数を表示する 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」

のみを使用することが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキスト

タイプ「AD（添付文書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プロ

グラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 

 

 

1.8.2 Acceptable Residues Levels（許容残留レベル） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

4 Proposed Residues 
Level 
（提唱されている

残留レベル） 

テキスト 食品などの種類を提示する 

5 Maximum Residue 
Level 
（最大残留レベ

ル） 

数字 最大残留レベルの数値（mg/kg）を入力する 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」

のみを使用することが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキスト

タイプ「AD（添付文書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プロ

グラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 

 

 

1.8.3 Water Pollution（水質汚染） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 
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定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 

4 Classified by 
（分類の典拠） 

ピックリスト 選択：[Directive (North Sea List)（指令［北海リスト］） / 
Directive (Water List)（指令［水リスト］） / KBwS（DE）] 
または [other: <テキストを入力>] 

5 Labelled by 
（ラベル表示の典

拠） 

ピックリスト 選択：[EEC Directive（EEC 指令） / KBwS（DE)] または

[other: <テキストを入力>] 

6 Class of Danger（危

険度分類） 
ピックリスト 選択：[0（generally not water polluting)（一般に水質汚染

を引き起こさない） / 1（weakly water polluting)（軽微な

水質汚染を引き起こす） / 2（water polluting)（水質汚染

を引き起こす） / 3（strongly water polluting)（重大な水質

汚染を引き起こす）] 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」

のみを使用することが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキスト

タイプ「AD（添付文書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プロ

グラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 
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1.8.4 Major Accident Hazards（重大な偶発事故の有害性） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 

4 Legislation（法令） ピックリスト 選択： [Directive 82/502/EEC （指令 82/502/EEC ）  / 
Stoerfallverordnung（DE)] または [other: <テキストを入力
>] 

5 Substance listed 
（リストに記載さ

れた物質） 

ピックリスト 選択：[no（該当せず） / no data（データなし） / yes（該

当）] 

6 No. in Seveso 
Directive 
（ Seveso 指令

での番号） 

数字 Seveso 指令で付与されている番号を入力する

（該当する場合） 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」

のみを使用することが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキスト

タイプ「AD（添付文書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プロ

グラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 
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1.8.5 Air Pollution（大気汚染） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 

 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 

4 Classified by 
（分類の典拠） 

ピックリスト 選択：[TA-Luft (DE)] または [other: <テキストを入力>]]

5 Labelled by 
(ﾗﾍﾞﾙ表示の典拠) 

ピックリスト 選択：[TA-Luft (DE)] または [other: <テキストを入力>]

6 Number（番号） ピックリスト 選択、たとえば [2.3 (carcinogenic substances)（発がん性

物質） / 3.1.3（total dust)（総粉塵） / etc.] または [other: 
<テキストを入力>] 

7 Class of Danger 
（危険度分類） 

ピックリスト 選択、たとえば [I / II（Substances listed see TA-Luft)（リ

ストに記載された物質、TA-Luft 参照） / etc.] または

[other: <テキストを入力>] 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」

のみを使用することが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキスト

タイプ「AD（添付文書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プロ

グラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 
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1.8.6 Listings e.g. Chemical Inventories（リスト［化学物質インベントリーなど］） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 

 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 

4 Type（種類） ピックリスト 選択、たとえば [AICS / AUSTRIA / Annex I of Chemical 
Weapons Control Decree (D) （化学兵器規制令［D］の付

属文書 I） / etc.] または [other: <テキストを入力>] 
5 Additional 

Information（追加

情報） 

テキスト 対応するインベントリーに記載されている個々の情報を

入力する 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」

のみを使用することが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキスト

タイプ「AD（添付文書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プロ

グラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 
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1.9 IUCLID の見出しなし 
1.9.1 Degradation / Transformation Products（分解生成物） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 

 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 

4 Type（種類） ピックリスト 選択： [combustion products（燃焼生成物）  / thermal 
breakdown products（熱分解生成物） / reaction product（反

応生成物）  / degradation product（分解生成物）  / 
degradation product in air（大気中の分解生成物）  / 
degradation product in sediment（底質中の分解生成物） / 
degradation product in water（水中の分解生成物）  / 
degradation product in soil（土壌中の分解生成物）] 

5 CAS No. 
（CAS 番号） 

ピックリスト 

6 EC No.（EC 番号） ピックリスト 
7 Name（名称） ピックリスト 

複数入力リストの 3 つの識別子のうち、いずれか 1 つを

入力すれば、残りの識別子は自動的に入力される。入力

フィールドの 1 つをアクティブにすることにより（ダブ

ルクリックまたは＜F7＞キーによって）、クエリー機能

を使って CAS 番号、EC 番号、名称などを検索すること

もできる。 
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

8 IUCLID Chapter 
（IUCLID のチャ

プター） 

テキスト 本フィールドの意味はあまり明瞭ではない。おそらく、

次のフィールドに自動的に表示される IUCLID のチャプ

ター番号のほかに、本フィールドで追加の IUCLID のチ

ャプターを提示できるものと思われる。分解生成物がフ

リーテキストのみに記載されている場合には、このフィ

ールドが重要となる場合が考えられる。 
  自動入力 DEGRADATION PRODUCTS ALREADY ENTERED IN 

SUBSTANCE RELATED PART（物質の関連箇所に入力済

みの分解生成物） 
すべての分解生成物が自動的にリストされ、対応するチ

ャプター番号が併記される（スクリーンショットを参

照）。 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」

のみを使用することが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキスト

タイプ「AD（添付文書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プロ

グラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 

 

 

1.9.2 Components（成分） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 
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定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 

4 Select Heading 
（見出しの選択） 

ピックリスト 選択、たとえば [Components of the chemical are....（当該

化学物質の成分は....） / the chemical is a component of（当

該化学物質は....の成分） / reaction product（反応生成物）
etc.] 

5 CAS No. 
（CAS 番号） 

ピックリスト 

6 EC No.（EC 番号） ピックリスト 
7 Name（名称） ピックリスト 

複数入力リストの 3 つの識別子のうち、いずれか 1 つを

入力すれば、残りの識別子は自動的に入力される。入力

フィールドの 1 つをアクティブにすることにより（ダブ

ルクリックまたは＜F7＞キーによって）、クエリー機能

を使って CAS 番号、EC 番号、名称などを検索すること

もできる。 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」

のみを使用することが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキスト

タイプ「AD（添付文書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プロ

グラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 

 

 

1.10 Source of Exposure（暴露源） 
 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 
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定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 

4 Source of Exposure 
（暴露源） 

ピックリスト 選択、たとえば [Environment: exposure through private use
（環境：内部使用を通じた暴露） / etc.] または [other: <
テキストを入力>] 

5 Exposure to the 
（暴露物質） 

ピックリスト 選択：[Substances（物質） / Degradation/Transformation 
Products（分解生成物）] または [other: <テキストを入力
>] 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」

のみを使用することが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキスト

タイプ「AD（添付文書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プロ

グラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。フラグの例：「Critical study for SIDS endpoint（SIDS エンドポ

イントにとって重要な試験；HPV プログラムで使用）」（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを

参照）。 
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1.11 Additional Remarks（追加の特記事項） 
 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 

 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 

4 Memo（メモ） テキスト フィールドをダブルクリックするか＜F7＞キーを押し

てエディタを開き、追加の特記事項を入力する。 
注：異なる種類の情報は別々のフィールドに入力する。

フィールドごとにフリーテキストを個別に割り当てるこ

とができる。 

 

ヒント：「Memo（メモ）」の見出しのもとでの入力は、それぞれ個別の記録として扱われる。

したがって、フリーテキストとフラグブロックも個別に提示される。 

 

更新 2004 年 8 月  71 



IUCLID 4 ガイダンス文書  72 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」

のみを使用することが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキスト

タイプ「AD（添付文書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プロ

グラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。フラグの例：「Critical study for SIDS endpoint（SIDS エンドポ

イントにとって重要な試験；HPV プログラムで使用）」（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを

参照）。 

 

 

1.12 Last Literature Search（最新の文献検索） 
 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 

 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 

4 Type of Search 
（検索の種類） 

ピックリスト 選択：[external（外部） / internal（内部） / external, internal
（外部、内部）] 

5 Chapters covered 
(該当チャプター) 

ピックリスト 選択、たとえば [2 / 3 / 3, 4 / etc.] 

6 Date of Search 
（検索実施日） 

日付 日付を「 dd-MON-yyyy 」の形式で入力する（例：

12-AUG-2003） 
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フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」

のみを使用することが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキスト

タイプ「AD（添付文書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プロ

グラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 

 

 

1.13 Reviews（レビュー） 
 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 
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定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト チャプター1 には該当なし 

4 Memo（メモ） テキスト フィールドをダブルクリックするか＜F7＞キーを押し

てエディタを開き、レビューにより入手可能な各情報を

入力する。 
注：異なる種類の情報は別々のフィールドに入力する。

フィールドごとにフリーテキストを個別に割り当てるこ

とができる。 

 

ヒント：「Memo（メモ）」の見出しのもとでの入力は、それぞれ個別の記録として扱われる。

したがって、フリーテキストとフラグブロックも個別に提示される。 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」

のみを使用することが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキスト

タイプ「AD（添付文書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プロ

グラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 
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